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● 現在の研究について 

福山市内を流れる芦田川の河川敷に埋もれた

鎌倉時代から室町時代にかけての港町として知

られる草戸千軒町遺跡の発掘調査に携わり、幻の

港町の姿やその変遷過程、この町を舞台にした

人々の活動や物資の動き、この町が地域社会にお

いて果たした役割などを明らかにしてきました。 

 また、草戸千軒町遺跡をメインテーマとする広

島県立歴史博物館の開設準備に携わるとともに、

開館後の博物館においては、展示会・講演会・シ

ンポジウム・学習会などさまざまな事業を企画・

運営してきました。 

 

● 今後進めていきたい研究について 

鞆・尾道をはじめとして、瀬戸内海沿岸地域に

は多くの港町が存在しています。こうした港町の

多くは鎌倉時代から室町時代にかけての中世と

呼ばれる時代にその起源を求めることができま

すが、私たちが目にすることのできる港町の姿は、

その後の江戸時代から近現代にかけて大きく改

変を受けたもので、当時の港町の姿はなかなか明

らかにすることができません。 

ただ、いくつかの港町では断片的ながらも地中

に埋もれた遺跡が発掘調査されており、当時の姿

を復元する手がかりが得られています。今後はこ

のような出土資料の分析を進め、各地の港町の発

展過程を追求するなかから、瀬戸内海から東アジ

ア世界へと広がる人・モノ・情報の交流の実態を

解明したいと考えています。 

 また、中世の人々が利用した生活用具のなかに

は、当時の広範な交流の結果として生み出された

ものがいくつかあります。こうした生活用具の発

展過程を出土資料から復元し、その社会的・技術

的な背景を明らかにするとともに、それらを使っ

た人々の「思い」や「願い」にも触れてみたいと

思っています。 

 

● 地域• 社会と連携して進めたい内容 

 過去の人々の活動の痕跡をたどることは、決し

て時代に背を向けることではありません。地域社

会の歩みを理解し、愛着を深めることは、よりよ

い社会を創造するために不可欠な作業です。地域

が抱える課題に取り組もうとするさまざまな団

体・組織・企業の皆さんとの連携が可能です。 

 広島県地域に残る豊かな歴史資源を掘り起こ

し、次の世代に継承することによって、よりよい

未来にむけての道筋を模索していきたいと考え

ています。 

 

● これまでの連携実績 

博物館・資料館・図書館・公民館などにおいて、

中世瀬戸内における港町の姿や物流の実態、ある

いは出土資料から人々の生活や道具の変化がど

のように復元できるのかといったお話をしてい

ます。 

 また、小・中・高校教員の皆さんとともに、博

物館を活用することによって授業の質を高めて

いく方法について検討を進めています。 
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